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2026年
明けましておめでとうございます
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

初日の出（別府湾）

皆様とともに活動して参ります　ご支援よろしくお願いします

八幡竈門神社にて（別府市内竈）



大分県看護連盟 会長

寺沢　操

ごあいさつごあいさつ 看護職議員ごあいさつ
新年あけましておめでとうございます。新しい年を迎え、会員の皆様におかれましてはご健勝
のこととお慶び申し上げます。日頃より看護連盟の活動へのご理解とご支援を賜り心より感謝申
し上げます。昨年11月に発生しました佐賀関の大規模火災で被災された方々に心よりお見舞い
申し上げますとともに一日も早く日常を取り戻されることをお祈り申し上げます。
さて、第27回参議院選挙では私たち看護職代表の石田議員が３期目の当選を果たすことがで
きました。看護職の代表を国会に送り続けるために更なるご支援を宜しくお願いいたします。
「現場の声」を届けるために、看護協会と協働して昨年９月には自由民主党大分県支部連合会
に「令和８年度国政・県政予算等に関する要望書」を提出、10月には大分県選出の国会議員や
県議会議員に令和８年度診療報酬改定における十分な改定の緊急要望書を提出して支援をお願い
いたしました。
看護連盟と看護協会は連携をより深め、協働して課題解決を図れるよう活動するとともに、看護職
が生き生きと働き続けられるために職場環境の改善に努めてまいります。
皆様にとりまして素晴らしい年になりますことをご祈念申し上げます。

衆議院議員

あべ　俊子

新年あけましておめでとうございます。
旧年中の多大なるご支援に心より感謝申し上げます。
あべは昨年10月に文部科学大臣を退任致しました。文部科学大臣在任中は、「誰も取り残さない」
教育を掲げ、医療的ケア児対応や不登校の課題、過疎地における学校の存続問題、看護教育のあり
方、地域に残る人材育成などに取り組むことができました。これも常日頃、皆様からのご支援とご指導
をいただいたお陰です。
看護職の皆様が直面されている課題は多岐にわたり、その中で培われた経験と知識は、まさに地域
社会にとって不可欠な財産であると深く認識しております。
本年も、看護職の皆様が安心して働き続けられる環境づくり、そして専門
職としてのさらなる資質向上を支援するため、看護連盟の皆様と連携を密に
しながら、より一層努めてまいる所存です。
皆様にとって、本年が実り多く、健やかな一年となりますことを心より
お祈り申し上げます。

大分県看護協会 会長

玉井　保子

新年、明けましておめでとうございます。
会員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと心よリお慶び申し上げます。
また、昨年11月に発生した佐賀関の大規模火災におきましては、被災された方々にお見舞い
申し上げるとともに、一日も早く元の生活に戻れますよう願っております。
日本看護協会は、昨年６月「看護の将来ビジョン2040」を公表し、85歳以上が1,000万人を
超え、生産年齢人口が急激な減少を迎える2040年に向かって、看護の方向性を示しました。看
護の担い手が減少する中、看護職自身のウェルビーイングを最重要に、処遇改善、DX推進、
キャリアアップ支援、人材確保等の体制整備をよリ一層強化していくことが必要です。今年度
は、診療報酬改定も控えております。看護協会は看護連盟と力を合わせ、看護職が元気に働ける
社会に向けて、取り組みを進めてまいります。本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
皆様にとって、本年が健康で笑顔に満ちた一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

本会議にて

参議院議員

石田　昌宏

　大分県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとうございます。
　日々、患者さんに寄り添い、支え続けてくださる皆様に、心から感謝と敬意を申し上げます。
　国会では、参議院自民党・国会対策副委員長、厚生労働委員会理事、予算委員会委員等を務め
ています。特に国会対策は、小さなミスで国会が止まりかねない緊張感の高い役割です。円滑な
国会運営を支えてまいります。
　本年は診療報酬改定が予定されています。物価高や人件費上昇に対応した診療報酬の大幅な引
き上げはもちろんですが、記録類や手続きの簡素化を重点に据えて活動しています。これは、看
護師が本来のケアに集中できる環境を整えるために欠かせない取り組
みでもあります。
　看護の未来を切り拓くため、皆様が誇りを持って「今日も良い看護
ができた」と実感できる環境づくりに向け、2026年も引き続き尽力
してまいります。

介護ロボット研究施設へ訪問

参議院議員

友納　理緒

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
この新しい年を、環境大臣政務官兼内閣府大臣政務官（原子力防災）という新たな職務をいた
だき迎えています。担務は、サーキュラーエコノミー、環境汚染や化学物質などによる健康被
害・熱中症対策、東日本大震災からの復興などです。
昨年は、内閣府大臣政務官として、こども家庭庁（母子保健含む）、男女共同参画・女性活躍、
共生・共助、孤独・孤立、国際保健、科学技術、宇宙、AIなど幅広い分野を担当し、視野と人
脈を大きく広げることができました。
看護職の処遇改善、夜勤人員の確保、医療DXを用いた業務負担の軽
減、医療安全の推進、ハラスメントなど、現場の声を大切にしながら
引き続き取り組みを進めます。「看護の現場の声を国政に！」初心を
忘れず、目の前の課題に丁寧に1つ1つ向き合い、皆さまの期待に応え
てまいります。
本年が皆さまにとって健康で幸多き一年となりますよう心よりお祈
り申し上げます。 環境政務官引き継ぎ式

日本看護連盟 会長

髙原　静子

新年、明けましておめでとうございます。
皆様に心より新春のお慶びを申し上げます。
今年の干支は「丙午」です。この年は、丙（ひのえ）と午（うま）とが組み合わさった特別な年で、

60年に一度訪れます。丙午の年は、「情熱」や「挑戦」の年ともいわれています。
日本看護連盟は、会員の皆様のご理解とご協力の下、「強い組織」を目指し、情熱をもって挑戦
していく年にしたいと思います。
日本看護協会は、社会、医療の変容を踏まえ、その変化に対して看護が進むべき方向性を
「看護の将来ビジョン2040～いのち・暮らし・尊厳をまもり支える看護～」を公表しました。
日本看護連盟は、日本看護協会、都道府県看護連盟・看護協会・看護職国会議員と連携し、
よりよい医療・福祉の実現に向けて一層の努力を重ねていく所存です。
本年が皆様にとって、健康で実りの多い年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。今年
もどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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大分県看護連盟 　　　　　　　　 
会長　　寺　沢　　　操

公益社団法人 大分県看護協会　　
会長　　玉　井　保　子

緊 急 要 望
　現在、医療機関等は深刻な経営難に陥っています。物価高騰に
伴うあらゆるコストの上昇が経営を著しく圧迫しているのに対
し、診療報酬改定が物価や賃金の上昇に追いついていません。
　令和６年度診療報酬改定において新設されたベースアップ評価
料を算定している施設に勤務する看護職員のうち、約３割は賞与
が減ったと回答しており、月額給与があがっても実質的な処遇改
善につながっていません。また、全産業と看護職員の給与差もよ
り一層拡大しています。このことは、賃上げが困難であり、医療
機関等が大変な苦労を強いられている実態を如実に表していま
す。
　医療提供体制の基盤は「人」であり、人材の確保には処遇改善
が不可欠です。他産業並みの賃上げ、労働に見合う処遇改善が実
現されなければ、人材流出を招き、地域医療は崩壊します。
　すべての地域、あらゆる世代の人々が、適切に医療・看護を受
けられる社会を守り抜くため、以下の財政支援につきまして格別
のご高配を賜りますよう、強く要望します。

要 望 事 項

１．令和７年度補正予算において、物価高騰・賃金上昇に苦しむ医療
機関等の経営支援策を講じられたい

２．令和８年度診療報酬改定における、十分な改定率を確保されたい

リーダーセミナーⅠ
日　時：2025年８月２日（土）10：00～12：00　
会　場：全労災ソレイユ（３F）牡丹
出席者：83名（リーダー 66名  役員等 17名）

プログラム
「大分県看護協会の取り組み」　　　大分県看護協会　会　長　玉井　保子
「大分県看護連盟について」　　　　大分県看護連盟　会　長　寺沢　　操
「大分県看護連盟支部の役割」　　　大分県看護連盟　幹事長　芝尾與志美
「大分県看護連盟青年部 Nurse-ful 委員会について」
 青年部Nurse-ful委員会　委員長　飯田　裕也
意見交換会「連盟活動リーダーの役割について」

アンケート結果
・セミナーに参加して連盟のことや医療の動
向を知ることができた。他のスタッフに伝
達し情報共有したい。

・働く環境改善や政治活動に関心をもつこと
が大切であると学んだ。

・連盟活動の大切さを若手看護師に伝え青年
部活動への参加を促したい。

アンケート結果
・連盟活動を行う上でのコンプライアンスについて知る機会となった。
・まず自分が学習し、コンプライアンス遵守しながら伝えていきたい。
・自分の認識で漠然としていた部分が概ねクリアになった。
・連盟活動と連盟存続の必要性についてどう伝えればよいかを理解できた。
・活動に関して、各施設の就業規則に沿って施設内で活動していくこ
とを再認識できた。
・他施設の活動方法を知る機会となり、自施設でも取り入れ活動したい。

リーダーセミナーⅡ

看護協会 玉井会長 看護連盟 寺沢会長 看護連盟 芝尾幹事長 青年部 飯田委員長

研修会・会議等報告

日　時：2025年12月13日（土）10：00～12：00　
会　場：大分県看護研修会館（３F）大研修室
出席者：77名（リーダー 60名  役員等 17名）

県別会議
日　時：2025年11月29日（土）13：00～15：00　
会　場：大分県看護研修会館（２F）第２研修室（オンライン会議）
出席者：本部１名（岡山常任幹事　Zoom参加）
　　　　看護連盟27名（役員・支部長・支部幹事・青年部・顧問）
　　　　看護協会２ 名（会長・常務理事）

〈目　的〉第27回参議院議員選挙の総括から、各都道府県の選挙戦略
を振り返り、次期参議院議員選挙に向けた課題を抽出し、
対策を明確にする。

特別講演

テーマ：｢連盟活動とコンプライアンス」 
　　　　　～リーダーとして活動するには～
講　師：日本看護連盟　常任幹事　福田　淑江

総括（岡山常任幹事）
・第27回参議院議員選挙は厳しい選挙であったが、数だけではわからないこ
ともあり、地道な活動に感謝申し上げる。看護のことを考え頑張ってくれる人
がいるから働ける。
・入会状況と得票数の乖離が課題である。質を高める活動が求められる。
・レディネスに応じた連絡員の支援やラインの活用等。
・候補者の理解を得るために連絡員を増員し、政治・政策の重要性を理
解してもらう。
・認定管理者研修等で管理者や中間管理者の理解を得るよう働きかける。
・候補予定者に管理者やスタッフと対面で会ってもらうことが周知に繋がる。

意見交換会

意見交換会

本部とZoom会議

（本部）岡山常任幹事 支部からの意見等

リーダーセミナーとは
目的： ①看護連盟の理解を深めるとともに、連盟におけるリーダーの役割について学ぶ
　　　②自らを活動の核であることを認識し、各支部・施設におけるネットワークの強化を図る
対象：大分県看護連盟のリーダー（支部幹事・施設連絡員・病棟連絡員等）

岩屋毅衆議院議員秘書へ提出
（岩屋事務所）

広瀬建衆議院議員へ提出
（看護研修会館）

古庄玄知参議院議員へ提出
（古庄事務所）

石田まさひろ参議院議員来県

地域の医療・看護を守り抜くために、医療機関等への財政支援が必要です！！
地元国会議員、自由民主党大分県支部連合会を訪問し、財政支援に関する二点を緊急要望として提出しました。

　石田議員が来県しました。10月３日(金)
　自由民主党大分県支部連合会の阿部会長をはじめ県議の方 と々お話しする機会が持てました。次に大分記念病院を
訪問し、理事長・看護部長と医療現場の実情と課題について話し合いました。大分県看護研修会館では、看護連盟役員・
看護協会役員らと意見交換ができ、国政や現場の情報を得る貴重な機会の場となりました。

大分記念病院
の理事長・看護
部長

１．在宅療養を支援するための訪問看護総合支援センターの設置に関する要望
２．看護業務効率化のための看護DX導入のための支援に関する要望
３．認定看護師・認定看護管理者教育課程、特定行為研修受講のための支援に

関する要望
４．看護職のハラスメント防止策に関する要望

意見交換会：リーダーとしての活動、現状と課題解決

阿部英仁自由民主党大分県支部連合会長
へ提出（自民党県連事務所）

要
　望
　書

大分県議会議員の方 と々

意見交換 石田議員を囲んで

大分県議会議員と談話

令和８年度国政・県政予算等に関する意見交換会

　緊 急 要 望　

開催日：2025年９月２日（火）
場　所：県議会自由民主党会議室
出席者：看護連盟 寺沢会長・姫嶋副会長
　　　　看護協会 玉井会長・加来副会長

集合写真
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大分県看護連盟 　　　　　　　　 
会長　　寺　沢　　　操

公益社団法人 大分県看護協会　　
会長　　玉　井　保　子

緊 急 要 望
　現在、医療機関等は深刻な経営難に陥っています。物価高騰に
伴うあらゆるコストの上昇が経営を著しく圧迫しているのに対
し、診療報酬改定が物価や賃金の上昇に追いついていません。
　令和６年度診療報酬改定において新設されたベースアップ評価
料を算定している施設に勤務する看護職員のうち、約３割は賞与
が減ったと回答しており、月額給与があがっても実質的な処遇改
善につながっていません。また、全産業と看護職員の給与差もよ
り一層拡大しています。このことは、賃上げが困難であり、医療
機関等が大変な苦労を強いられている実態を如実に表していま
す。
　医療提供体制の基盤は「人」であり、人材の確保には処遇改善
が不可欠です。他産業並みの賃上げ、労働に見合う処遇改善が実
現されなければ、人材流出を招き、地域医療は崩壊します。
　すべての地域、あらゆる世代の人々が、適切に医療・看護を受
けられる社会を守り抜くため、以下の財政支援につきまして格別
のご高配を賜りますよう、強く要望します。

要 望 事 項

１．令和７年度補正予算において、物価高騰・賃金上昇に苦しむ医療
機関等の経営支援策を講じられたい

２．令和８年度診療報酬改定における、十分な改定率を確保されたい

リーダーセミナーⅠ
日　時：2025年８月２日（土）10：00～12：00　
会　場：全労災ソレイユ（３F）牡丹
出席者：83名（リーダー 66名  役員等 17名）

プログラム
「大分県看護協会の取り組み」　　　大分県看護協会　会　長　玉井　保子
「大分県看護連盟について」　　　　大分県看護連盟　会　長　寺沢　　操
「大分県看護連盟支部の役割」　　　大分県看護連盟　幹事長　芝尾與志美
「大分県看護連盟青年部 Nurse-ful 委員会について」
 青年部Nurse-ful委員会　委員長　飯田　裕也
意見交換会「連盟活動リーダーの役割について」

アンケート結果
・セミナーに参加して連盟のことや医療の動
向を知ることができた。他のスタッフに伝
達し情報共有したい。

・働く環境改善や政治活動に関心をもつこと
が大切であると学んだ。

・連盟活動の大切さを若手看護師に伝え青年
部活動への参加を促したい。

アンケート結果
・連盟活動を行う上でのコンプライアンスについて知る機会となった。
・まず自分が学習し、コンプライアンス遵守しながら伝えていきたい。
・自分の認識で漠然としていた部分が概ねクリアになった。
・連盟活動と連盟存続の必要性についてどう伝えればよいかを理解できた。
・活動に関して、各施設の就業規則に沿って施設内で活動していくこ
とを再認識できた。
・他施設の活動方法を知る機会となり、自施設でも取り入れ活動したい。

リーダーセミナーⅡ

看護協会 玉井会長 看護連盟 寺沢会長 看護連盟 芝尾幹事長 青年部 飯田委員長

研修会・会議等報告

日　時：2025年12月13日（土）10：00～12：00　
会　場：大分県看護研修会館（３F）大研修室
出席者：77名（リーダー 60名  役員等 17名）

県別会議
日　時：2025年11月29日（土）13：00～15：00　
会　場：大分県看護研修会館（２F）第２研修室（オンライン会議）
出席者：本部１名（岡山常任幹事　Zoom参加）
　　　　看護連盟27名（役員・支部長・支部幹事・青年部・顧問）
　　　　看護協会２ 名（会長・常務理事）

〈目　的〉第27回参議院議員選挙の総括から、各都道府県の選挙戦略
を振り返り、次期参議院議員選挙に向けた課題を抽出し、
対策を明確にする。

特別講演

テーマ：｢連盟活動とコンプライアンス」 
　　　　　～リーダーとして活動するには～
講　師：日本看護連盟　常任幹事　福田　淑江

総括（岡山常任幹事）
・第27回参議院議員選挙は厳しい選挙であったが、数だけではわからないこ
ともあり、地道な活動に感謝申し上げる。看護のことを考え頑張ってくれる人
がいるから働ける。
・入会状況と得票数の乖離が課題である。質を高める活動が求められる。
・レディネスに応じた連絡員の支援やラインの活用等。
・候補者の理解を得るために連絡員を増員し、政治・政策の重要性を理
解してもらう。
・認定管理者研修等で管理者や中間管理者の理解を得るよう働きかける。
・候補予定者に管理者やスタッフと対面で会ってもらうことが周知に繋がる。

意見交換会

意見交換会

本部とZoom会議

（本部）岡山常任幹事 支部からの意見等

リーダーセミナーとは
目的： ①看護連盟の理解を深めるとともに、連盟におけるリーダーの役割について学ぶ
　　　②自らを活動の核であることを認識し、各支部・施設におけるネットワークの強化を図る
対象：大分県看護連盟のリーダー（支部幹事・施設連絡員・病棟連絡員等）

岩屋毅衆議院議員秘書へ提出
（岩屋事務所）

広瀬建衆議院議員へ提出
（看護研修会館）

古庄玄知参議院議員へ提出
（古庄事務所）

石田まさひろ参議院議員来県

地域の医療・看護を守り抜くために、医療機関等への財政支援が必要です！！
地元国会議員、自由民主党大分県支部連合会を訪問し、財政支援に関する二点を緊急要望として提出しました。

　石田議員が来県しました。10月３日(金)
　自由民主党大分県支部連合会の阿部会長をはじめ県議の方 と々お話しする機会が持てました。次に大分記念病院を
訪問し、理事長・看護部長と医療現場の実情と課題について話し合いました。大分県看護研修会館では、看護連盟役員・
看護協会役員らと意見交換ができ、国政や現場の情報を得る貴重な機会の場となりました。

大分記念病院
の理事長・看護
部長

１．在宅療養を支援するための訪問看護総合支援センターの設置に関する要望
２．看護業務効率化のための看護DX導入のための支援に関する要望
３．認定看護師・認定看護管理者教育課程、特定行為研修受講のための支援に

関する要望
４．看護職のハラスメント防止策に関する要望

意見交換会：リーダーとしての活動、現状と課題解決

阿部英仁自由民主党大分県支部連合会長
へ提出（自民党県連事務所）

要
　望
　書

大分県議会議員の方 と々

意見交換 石田議員を囲んで

大分県議会議員と談話

令和８年度国政・県政予算等に関する意見交換会

　緊 急 要 望　

開催日：2025年９月２日（火）
場　所：県議会自由民主党会議室
出席者：看護連盟 寺沢会長・姫嶋副会長
　　　　看護協会 玉井会長・加来副会長

集合写真
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青年部Nurse-ful委員会の活動報告九州ブロック協議会　研修会・会議報告

日　時：2025年９月13日（土）13：00～16：00
会　場：J:COM ホルトホール大分（３F）会議室302 • 303
出席者：105名

日　時：2025年10月24日（金）
会　場：ホテル日航大分オアシスタワー

担当県：宮崎県

〈目　的〉
１．九州ブロックの会長・副会長・幹事長・支部長・青年部が直接

話し合うことでネットワークの強化を図る。
２．第27回参議院選挙結果を踏まえて課題を話し合うことにより、

それぞれの役割を明確にして、今後の選挙対策を強化する。

〈目　的〉

〈目　的〉日本看護連盟の組織強化・拡大に向けて、
連盟活動の推進力を高める。

〈目的〉 第27回参議院議員選挙の結果の共有を行い、選挙運動期
間の青年部活動を振り返ることで次期国政選挙に向けた
課題と対策を明確にし、明日からの青年部活動に反映する
ことができる。

１．選挙運動時の看護連盟と看護協会の協力
体制を充実させる。

２．コンプライアンス対策を徹底すると共に、
今後の課題を明確にする。

〈対　象〉日本看護連盟役員、都道府県看護連盟・
看護協会役員、看護管理者、看護教育者、
青年部、一般看護師、非連盟会員

講　演
テーマ：第27回参議院選挙結果をデータに基づいてひも解く
講　師：日本看護連盟　常任幹事　岡山　尭憲

プログラム
１．報　告：第27回参議院選挙に関する取り組みの評価と今後の課題
　　　　　　　　　　　　　　　日本看護連盟　常任幹事　福田　淑江
２．グループワーク
　　テーマ：看護連盟と看護協会が協働した取り組みと課題

プログラム

日　時：2025年12月４日（木）・５日（金）
会　場：１日目　ナースプラザ福岡　
　　　　２日目　福岡リーセントホテル
出席者：１日目　会場 89名　Zoom 34名　
　　　　２日目　会場 86名　Zoom 36名

プログラム
第1日目 
講演：「これからの連盟活動」 日本看護連盟会長　髙原　静子
講演：「2040年に向けた看護政策の方向性
　　　 ～看護のビジョン2040と日本看護協会の重点政策・事業～」
 日本看護協会　常任理事　松本　珠実
講演：「新興感染症とワンヘルス」
 全国都道府県議会議長会会長 世界獣医師会次期会長　蔵内　勇夫
講演：「人口減少社会に求められる看護政策」（ビデオ） 参議院議員　石田　昌宏
第2日目
講演：「会員確保戦略、組織の存在意義（パーパス）の再定義」
 日本看護連盟　常任幹事　福田　淑江
講演：「国会報告」（ビデオ） 参議院議員　友納　理緒
講演：「地域を支える未来の看護リーダー像」
 国際医療福祉大学大学院　副大学院長　福井　トシ子

（発　表）
「第27回参議院選挙結果と各県の取り組み」について
各県の各支部代表が活動の取り組みと結果を報告

（グループワーク）
「次期参議院選挙に向けての課題と対策」について
役職ごと（12グループ）で討議し発表

アンケート結果
・他県の意見を聞けて視野が広がり課題を共有できた。
・会員数が得票数に影響することを知り、会員を増やすことの必要性が理

解できた。
・年々看護職の投票率が下がっている現状を知り、次の選挙に向けた対策

が必要と感じた。
・連盟活動の存在意義と政策へつなげることと、早い段階で理解者を増や

す活動が重要である。

日　時：2025年11月１日（土）13：00～16：00
会　場：J:COM ホルトホール大分（２F）会議室 201 • 202
出席者：49名

アンケート結果
・看護師１年目で2·3回目の研修です。看護師になった実感が芽生え看護

連盟の話が聞けてとても有意義な時間になりました。
・苦手なプレゼンテーションでしたが、受講し「まずやってみよう」と思える

内容で心に残りました。
・私たちに語り掛けるようなプレゼンだったのでいつの間にか引き込ま

れました。
・WHYを常に大事にし、相手の心を動かすプレゼンの習得に努めたいです。

日本看護連盟役員、都道府県看護連盟会長・幹事長、日本看護協会役員、参与、都道府県看護協会長他が参加し行われた。各県の看護連
盟と看護協会の相互理解や連携が強化できた。今後も引き続き連盟と協会が協働し、会員確保、青年部活動の活発化、看護職国会議員の
アピールをしていくことが必要である。

日　時：2025年10月25日（土）13：30～16：00　
方　法：オンライン（Zoom）
参加者：153名（大分県より１名参加）
対象者：都道府県看護連盟 青年部・役員他

青年部、聴講参加者等が参加し、第27回参議院議員選挙の振り返りを行いました。石田議員が３期目の当選を果たしましたが、得票数
は大幅減となり、非常に厳しい選挙となりました。基盤票となる看護連盟会員を確保するためには、青年部が中心になり働きかけてい
く必要があること、また、看護連盟の存在意義をしっかりと伝えていくことが重要であることを再認識しました。グループワークでは
研修資料や選挙関連のデータ共有ができていないことやSNS運用に課題があり、次回に向けて、どう活動するかを検討する必要がある
と認識しました。

第1部では、看護連盟と看護協会の関係性や現場の声を、
国政に届ける連盟の必要性を学びました。選挙に参加し、
自ら考える大切さも感じています。
第2部では、効果的なプレゼンカを学び、日々の業務に
活かしたいと思いました。また専門・特定看護師から実
際の話を伺え、自身のキャリアについて考える良い機会
となりました。

2025年度 『出前ポリナビ』　スケジュール

別府溝部学園高等学校 看護科
2026年2月18日（水）10：40～12：30

大分東明高等学校 衛生看護専攻科
2026年2月26日（木）11：00～12：00

藤華医療技術専門学校
2026年2月27日（金）13：00～14：30

｢出前ポリナビ」ってなあに？？
大分県看護連盟青年部Nurse-ful委員会では、若い年齢層の選挙の投票率が低いこ

と、2016年に選挙権が18歳以上に引き下げられたことを受けて、若年の看護職・看護
学生を対象に看護連盟の認知度を上げ、会員増加を目指して出張型のポリナビ「出前ポ
リナビ」を実施しています。

目　標　
①看護学生に連盟のことを知ってもらう
②看護学生に選挙・医療政策・政治に興味を持ってもらう
③施設の若手に看護連盟の重要性を知ってもらう

委員長　飯田　裕也

委員　柳井　悠希

辻本雄大先生

第１部　講演
テーマ：「看護X政治」
　　　　～看獲連盟青年部の活動を通じて～
講　師：青年部Nurse-ful委員　清田　遼平

プログラム

■第27回参議院議員選挙の結果報告
■グループワーク

①第27回参院選の選挙運動期間の青年部活動の評価
②次期国政選挙に向けた課題と対策の検討
③明日からの青年部活動の検討

テーマ「実際、選挙どうでした？～政策実現のできる力強い組織を目指して～」

第２部　特別講演
テーマ：「心を動かす効果的なプレゼンテーション」
講　師：クリケア訪問看護ステーション所長／管理者
　　　　辻本　雄大 先生

令和７年度 九州ブロック協議会　会長・副会長・幹事長・支部長・青年部合同研修会

2025年度 看護連盟・看護協会合同会議（九州地区）

2025年度 九州ブロック政策セミナー

大分県からは9名が参加

参加して　　　　     　　　　　　　　　 日田リハビリテーション病院　小河　泉
　今年度は福岡県で開催され九州各県から参加した。髙原会長の講演では、連盟の存在
意義や、2015年を境に会員が激減している現状を伝えられた。
　このまま減少すれば看護連盟の存続が危ぶまれ、国政に議員を送り出すことが困難と
なる。看護現場の声を国政に届け、処遇改善や働き続けられる環境整備等に取り組んで
くれるのは看護界から選出した議員である。連盟のメリットが分からないという声も多
い。先の「処遇改善交付金」は石田議員らの強い働きかけによって実現したものであ
る。この他にも現場の記録類をはじめ、様々な課題を解決するため日夜取り組んでいる
ことを忘れてはならない。現場の声を国政に届け、改善に向けて取り組む議員を支える
ことは私たちの使命だと痛感した。

第14回　ポリナビワークショップ in おおいた

2025年度 第１回青年部ブロックミーティング

参加して

参加して
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青年部Nurse-ful委員会の活動報告九州ブロック協議会　研修会・会議報告

日　時：2025年９月13日（土）13：00～16：00
会　場：J:COM ホルトホール大分（３F）会議室302 • 303
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〈対　象〉日本看護連盟役員、都道府県看護連盟・
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（グループワーク）
「次期参議院選挙に向けての課題と対策」について
役職ごと（12グループ）で討議し発表

アンケート結果
・他県の意見を聞けて視野が広がり課題を共有できた。
・会員数が得票数に影響することを知り、会員を増やすことの必要性が理

解できた。
・年々看護職の投票率が下がっている現状を知り、次の選挙に向けた対策

が必要と感じた。
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会　場：J:COM ホルトホール大分（２F）会議室 201 • 202
出席者：49名

アンケート結果
・看護師１年目で2·3回目の研修です。看護師になった実感が芽生え看護

連盟の話が聞けてとても有意義な時間になりました。
・苦手なプレゼンテーションでしたが、受講し「まずやってみよう」と思える

内容で心に残りました。
・私たちに語り掛けるようなプレゼンだったのでいつの間にか引き込ま

れました。
・WHYを常に大事にし、相手の心を動かすプレゼンの習得に努めたいです。
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研修資料や選挙関連のデータ共有ができていないことやSNS運用に課題があり、次回に向けて、どう活動するかを検討する必要がある
と認識しました。

第1部では、看護連盟と看護協会の関係性や現場の声を、
国政に届ける連盟の必要性を学びました。選挙に参加し、
自ら考える大切さも感じています。
第2部では、効果的なプレゼンカを学び、日々の業務に
活かしたいと思いました。また専門・特定看護師から実
際の話を伺え、自身のキャリアについて考える良い機会
となりました。
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藤華医療技術専門学校
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｢出前ポリナビ」ってなあに？？
大分県看護連盟青年部Nurse-ful委員会では、若い年齢層の選挙の投票率が低いこ

と、2016年に選挙権が18歳以上に引き下げられたことを受けて、若年の看護職・看護
学生を対象に看護連盟の認知度を上げ、会員増加を目指して出張型のポリナビ「出前ポ
リナビ」を実施しています。
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①看護学生に連盟のことを知ってもらう
②看護学生に選挙・医療政策・政治に興味を持ってもらう
③施設の若手に看護連盟の重要性を知ってもらう
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意義や、2015年を境に会員が激減している現状を伝えられた。
　このまま減少すれば看護連盟の存続が危ぶまれ、国政に議員を送り出すことが困難と
なる。看護現場の声を国政に届け、処遇改善や働き続けられる環境整備等に取り組んで
くれるのは看護界から選出した議員である。連盟のメリットが分からないという声も多
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編集後記
　　　　　　　　　新年おめでとうございます。昨年は看護職の代表を、看護の力を社会に届けることができました。
一人ひとりの思いと行動で未来を動かすことができます。今年の干支は午、成長を後押しする年です。皆様とともに一歩
ずつ確かな看護の輪を広げていきましょう。 （広報委員会一同）

大分県看護連盟からのお知らせ大分県看護連盟からのお知らせ

2026年度　連盟会員を募集しています！
日本看護協会の会員であれば、だれでも自由に連盟会員になれます。

連盟会員　年会費　7,500円
(日本看護連盟5,000円＋大分県看護連盟2,500円）

・連盟主催の研修会はすべて無料で参加できます。
・日本看護連盟機関誌｢アンフィニ」等の配布(施設または個人）
・看護職国会議員の情報配信等…

・賛助会員（会費　１口1,000円）
・学生会員（会費無料）も募集しています。
☆☆　詳細はホームページをご覧ください　☆☆

特　典

2026年度通常総会の日程

日本看護連盟通常総会
開催日：2026年６月３日（水）PM
会　場：東京プリンスホテル

大分県看護連盟通常総会
開催日：2026年６月28日（日）9:30 ～12:30
会　場：大分県看護研修会館（３F）大研修室

会員研修会

開催日：2026年３月21日（土） 13:00 ～ 15:00

会　場：J:COM ホルトホール大分
　　　　（２F）会議室201 • 202

テーマ：「医療機関における
　　　　カスタマーハラスメント」
講師：参議院議員　友納　理緒

特別講演

●発行所：大分県看護連盟　大分市豊饒二丁目７番１号 大分県看護研修会館内　TEL 097-574-7088　FAX 097-574-7517
●発行人：寺沢　操　●編集者：広報委員会　●印刷所：(有)中央印刷　TEL 097-532-3805
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